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研究成果の概要（和文）： 

外国人生徒が帰国し再び母国に適応するプロセスを明らかにし、より効果的な受け入れプロ

グラムを検討するため、ブラジル、ペルー、アルゼンチンを訪問し、日系人家族に対して質的

データを収集し、分析した。結論として日本語教育だけではなく、母語保持・いじめ予防教育

やなど、外国人の子供を国や学校レベルでマイノリティとして認め、日本に貢献できる人的資

源として歓迎するポリシーが不可欠であることが分かった。 

 
研究成果の概要（英文）： 

Qualitative and exploratory research was carried out in Brazil in 2009 and 2010, 

and in Peru and Argentina in 2010, with 187 Nikkei (Japanese descendent) former 

economic migrant families to Japan. My research identified these concerns: 1. Limited 

educational choices and resources in Japan; 2. Difficulties after returning resulting 

from an assimilative education in Japan; 3. The anti-migrant sentiment perceived in 

school-based bullying; 4. The long-term negative impact on parent-child 

relationships.  
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１．研究開始当初の背景 

日本において、6歳から 15歳までの外国人
の子どもの不就学という問題に関心が集ま
り (太田、坪谷 2005)、義務教育を外国籍の
子どもにまで適用しない日本の教育基本法

への批判 (Nozaki2009)がある。その一方で、
多くの外国籍の親たちがいずれ家族そろっ
て日本を離れることを決心しており、そのこ
とが子どもの教育への関心の薄さと結びつ
いているという事実については、ほとんど注
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意が払われていない。日本の公立学校は、外
国籍の子どもは義務教育の適用から除外さ
れているとして、彼らに対して平等で適切な
教育を与える義務から逃れている。外国籍の
子どもが公立学校への入学を許可されない
というわけではないが、学校には彼らの家族
の求めに対して積極的に応える義務もない
ということである。外国籍の家族が地元にあ
る公立学校の教育に問題を感じていても、高
い収入と通学できる範囲のインターナショ
ナルスクールがなければ、代替案を見つける
のは難しい。その結果、自宅で教育を施す、
教育を与えない、母国の親戚へ預ける、親の
片方もしくは家族全員で帰国する、といった
選択が子どものためになされることになる。 

 

２．研究の目的 

文化的・言語的多元主義への移行は、個々

の教師や指導者の草の根レベルでの努力によ

って非常にゆっくりと進んでいる。見識の高

い教育者の庇護のもとにあるわずかな子ども

が「運がいい」とされる一方、ほかの大多数

の子どもは支援の欠如に苦しみ、それに抗議

するには、結果として学校を中退し、あるい

は育った国を離れるしか方法がないのが現状

である。移民の教育や権利に関する公的な国

家施策を充実させ、抑圧的で活力を奪うよう

な政策を回避するために、今こそ移民の若者

やその親たちの声に耳を傾ける時であろう

（Paciotto 2009）。日系人をはじめとする移

民家族のものの見方や考え方を理解し、より

効果的で適切な教育政策と受け入れプログラ

ムを立案するために、南米に帰国した家族に

対して現地調査と質的インタビューを行うの

が目的であった。 

 

３．研究の方法 

外国籍の子どもたちが日本から帰国して再

び母国に適応するというプロセスをどのよう

に経験したのかを明らかにするために、ブラ

ジル、ペルー、アルゼンチンを訪問し、日系

人家族に対してインタビューとアンケート調

査を実施し、質的データを収集した。「帰国生」
iへの現地調査は以下のように実施した。 

（2009年度）ブラジル人の子ども 24人とその

親の 1 人ないし複数に対する詳細なインタビ

ューを実施（実施者：村元、ミックメーヒル）。 

（2010年度）ブラジル人の子ども 13人に対す

る詳細なインタビューを村元が実施。そのう

ち 11 人は 2009 年度のインタビュー対象者で

あり、彼らの親や祖父母に対してもインタビ

ューを実施した。インタビュー対象者は合計

65名。ペルーではミックメーヒルが 48人の子

どもと彼らの親 21人、アルゼンチンでは 2人

の帰国生に対して、アンケート調査と簡単な

インタビューを実施したii。また更なるモデル

を調べるため、アメリカの公立小学校の中で

10～20 年ぐらい前から行っている外国語イマ

ージョン教育の現状を 4 つの都市（ワシント

ン州シアトル市、ベンリングハム市、タコマ

市、オレゴン州ポートランド市）で調査した。 
 
４．研究成果 

日本の教育に関して帰国生の親子が不安

を示した主な３点を明らかにした。すなわち、

1.日本の教育が同化主義的であるために帰国

後困難に直面すること、2.学校でのいじめに

見られる反移民感情、3.長期的にみた親子関

係における負の影響である。これらはそれぞ

れ、移住の前には想定されていなかった困難

や結果とかかわっている。そして、家族や母

親が子どもを連れて母国へ戻るしかないとい

う決断につながっていく。日本に移住する日

系南米移民の事例は、移民や短期滞在者の言

語に関する権利という世界的な問題に日本の

教育界の目を向けさせることになるだろう

(Wright 2004)。このように、教育における単

一言語や単一文化政策が、草の根レベルで批

判されているという事実に注目すべきである。

これは、単一の言語や国籍が、教育を受ける

権利や政治参加の条件であると長い間みなさ

れてきた日本において特に意義深い。 
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i 「帰国生」とは、日本の文脈では、外国で

の滞在を経た後に日本へ戻った日本人の子

どもを指して用いられる名称であるが、ここ

では日本で出稼ぎとして働いた後、母国へ戻

った外国人の子どもを指すものとする。 
ii 紙幅の都合上、調査によって得られたデー

タと分析方法の詳細についてはふれることが

できなった。それらについては、拙稿

（McMahill 2010、2011）を参照されたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


